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循環系の基礎と臨床―掲載予定―
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瀧田守親 薬理学 4．転移 87（4）
江﨑太一 解剖学・発生生物学 5．リンパ管発生 87（5）
小川哲也 腎臓内科 6．動脈硬化（透析も含めた腎血管） 87（6）
ことを報告した（Fig. 5）１２）．血中可溶性（P）RR濃度
は種々の病態において，臓器障害を反映したり，機
能障害発症を予測する可能性が考えられる．血中可
溶性（P）RR濃度は，降圧治療における治療効果判
定・治療方針の決定において有用である可能性が考
えられ，今後のさらなる検討が期待される．
その他：高血圧領域における新規治療法
現在，新しい作用機序による降圧薬［中性エンド
ペプチダーゼ（neutral endopeptidase：NEP）阻害
薬，アンジオテンシン II2 型受容体刺激薬，アルドス
テロン合成阻害薬など］が開発され，その有用性に
ついての検討が行われている．さらに，SNA抑制を
目的としたデバイス治療（腎除神経術，頸動脈洞動
脈圧受容体刺激療法），高血圧ワクチン，遺伝子解析
を利用したテーラーメイドメディシンといった高血
圧に対する画期的な新しい治療法の開発も進められ
ている．これらの治療法が臨床応用され，降圧治療
の質が向上することが期待される．
おわりに
高血圧に関してこれまでに得られてきた基礎的・
臨床的知見についてレビューし，我々の検討内容に
ついて解説した．これまで数多くの降圧薬が開発・
臨床応用され，降圧治療は目まぐるしい発展を遂げ
てきた．しかし，降圧治療中にも関わらず，臓器障
害の進展を阻止することができない症例も数多く存
在し，降圧治療の治療効果は未だ不十分と言わざる
を得ない．高血圧の成因に関する知見が増し，有効
な治療法・検査法が開発され，高血圧患者のQOL
や予後がさらに改善されることが期待される．
開示すべき利益相反状態はない．
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雑　　報
○編集担当幹事会
日時　平成 29 年 3 月 6 日（月）17：30～
場所　総合外来センター 1 階 セミナー室
議題　 東京女子医科大学雑誌 87 巻 3 号査読結果審
議，第 87 巻（平成 29 年発行）掲載シリーズ
「循環系の基礎と臨床」，今後の本誌発行形態
～英文誌創刊とそれに伴う混合誌から和文誌
への変換～
○集会担当幹事会
日時　平成 29 年 3 月 28 日（火）17：30～
場所　E 会議室
議題　 第 355 回例会報告，第 33 回吉岡弥生記念講演
会，平成 29 年評議員会，第 83 回総会，第 357
回例会，そのほかについて
日時　平成 29 年 4 月 25 日（火）17：30～
場所　E 会議室
議題　 第 33 回吉岡弥生記念講演会，平成 29 年評議
員会，第 83 回総会，第 356 回例会，そのほか
について
編集後記
　東京女子医科大学学会会員の先生方には益々ご清栄
のこととお喜び申し上げます．東京女子医科大学雑誌
87 巻第 3 号をお届けいたします．本号では第 82 回東
京女子医科大学学会総会シンポジウム「がんプロ
フェッショナル養成基盤推進プラン『都市型がん医療
連携を担う人材の実践的教育』の成果」より医学物理
士・がん専門放射線治療技師養成の取り組みからと題
して駒澤大学 医療健康科学研究科 教授　吉川宏起先
生，本学放射線腫瘍学 教授・講座主任　唐澤久美子先
生に総説としてその内容をご執筆頂きました．がんプ
ロフェッショナル養成に関わる力作であり，それぞれ
駒澤大学と東京女子医科大学における医学物理士養成
の取り組みが紹介されています．また森本　聡先生に
総説「循環系の基礎と臨床（3）高血圧（Circulatory 
System: Basic and Clinical Research（3）Hyperten-
sion）」をご執筆頂きました．高血圧の成因に関する新
知見や新しい有効な治療法について紹介されていま
す．さらに貴重な症例報告として篠崎啓介先生の「急
性呼吸不全で集中治療を要し，重症筋無力症クリーゼ
の診断に至った 1 例（A Case of Myasthenia Gravis 
Crisis Who Required Intensive Care for Acute Respi-
ratory Failure）」，長田宜子先生の「全身麻酔中に非
IgE介在性のアナフィラキシーを引き起こした1例（A 
Case of Anaphylactoid Reaction during General 
Anesthesia）」，そして福田千文先生の「PPI, ヨクイニ
ン併用経口治療が著効した広範囲食道乳頭腫の1例（A 
Cace of an Extensive Esophagus Papilloma Treated 
Effectively with PPI and Coix Seed）」の 3 篇を掲載し
ております．
　東京は5月に入り早くも最高気温31度を記録して暑
い日が続いております．北海道で生まれ育った私に
とってはなんとも過ごしづらい季節がまたまたやって
参りました．皆様におかれましてはご自愛ご他愛の程
よろしく東京女子医大をなお一層盛り上げて頂ければ
と祈念致しております．そのことに東京女子医科大学
雑誌が少しでもお役に立てたのならば，編集担当幹事
会一同の喜びこれに勝るものはありません．今後とも
どうぞよろしくお願い申し上げます．
（2017. 5，田中淳司）
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